
０７８ 江戸時代  社会の変容  

1643年  田畑永代 売買 の禁令 

 

1673年   分地制限令   

 

 

享保の改革で 質流れ禁止令 撤回 

 

 

→余裕ある農民による土地集め容認 

 

あ 豪農 の出現 

 

 

 

 

い 小百姓（小前百姓） 

 

→  村方騒動  に発展 

 

 

う 百姓一揆と打ちこわし 

 

 

初期 代表越訴型一揆  

  磔茂左衛門   

 

  佐倉惣五郎   

 

→茂座衛門や惣五郎は  義民    

 

中期 惣百姓一揆  

  

 

 

幕末 世直し一揆   

  

飢饉 

あ 寛永の飢饉（冷害、東北中心） 

い 享保の飢饉（蝗害、西日本中心） 

   江戸で米価高騰→ うちこわし  

う 天明の飢饉（冷害、東北中心） 

    浅間山 大噴火。田沼失脚。 

え 天保の飢饉（冷害、東北中心） 

  →無策に 大塩の乱 起こる 

 

江戸時代に飢饉が多かったのはなぜ？ 

 商品作物 雑穀 諸藩 堂島米市場 

 

都市部 

飢饉で生活が成り立たなくなった小百姓が 

都市へ流入、 無宿人 となる 
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